
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

2,077 単位時間 837 単位時間 0 単位時間 1,240 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 67 単位 27 単位 0 単位 40 単位 0 単位 0 単位

160 人 118 人 人 0 % 8 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

 計 8

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実務の能力
を有する者を想定）の数

7

1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

うち企業等と連携した必修の演習の単位数 ○○

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） ○○

教員の属性（専任教
員について記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等においてその担
当する教育等に従事した者であって、当該専門課程の修業年限
と当該業務に従事した期間とを通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 6

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号）

うち企業等と連携した演習の単位数 ○○

うち必修単位数 ○○

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数 ○○

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 32

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 ○○

うち必修授業時数 1,457

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 930

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

https://www.t-ribiyou.com/app/wp-

content/uploads/2024/09/99da060efbba57b8f7fb7208ab9be

285.pdf

当該学科の

ホームページ

URL

https://www.t-ribiyou.com/

企業等と連携した実
習等の実施状況

（Ａ、Ｂいずれかに
記入）

総授業時数 2,077

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 1,178

うち企業等と連携した演習の授業時数 0

（令和6年度卒業生）

Agu Hair、atelierharumina、Custerd@ushiwakamaru、Colors、GRANDEUR、Liner PRESS、ushiwakamaru、hair salon nuu、（株）ケンジ、（株）NEWTON、クラーロ、（株）スパーク、

トップスタイル、（株）HAIR&MAKE EARTH、美容室イレブンカット、寿八(株)、(株)３H、(株)MAQUIA、キュービーネット(株)、(株)２nd-Leg 、Garden@shiwakamaru  他

第三者による

学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 有
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体： JAMOTE認証サービス株式会社 2024年1月 評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

■進学者数 0
■その他

育児

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

49

98

0

就職等の状況

■卒業者数 (C) 42
■就職希望者数 (D) 41
■就職者数 (E) 41
■地元就職者数 (F) 20

実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれか

に記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A) 中退率

学科の目的 教育基本法の精神に則り学校教育法、美容師法に従い、優秀な美容師を育成することを目的とする。

学科の特徴（取得可

能な資格、中退率

等）

取得可能な資格：美容師､メイク検定２級･３級､ネイル検定２級･３級､まつ毛エクステンションアシスタントディレクター､着付け２級･３級､パーソナルカラ検定２級･３級､接遇

マナー２級･３級、エステ検定２級､３級､准福祉理美容士､福祉理美容士､ヘアケアマイスタープライマリーコース､ヘッドスパ検定３級

中退率：８％(2024年度）

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験

衛生 専門課程 美容学科 平成12(2000)年度 - 令和 1(2019)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人静岡県東部理容美容学園 昭和30年12月7日 久保田　寿人
411-0039
静岡県三島市寿町３－４２
055-975-2236

静岡県東部総合美容専門学校 平成24年4月1日 鈴木　真
411-0039
静岡県三島市寿町3-42
055-975-2236

令和7年7月30日

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

①

②

③

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

（開催日時（実績））

第１回　令和6年7月8日　16：00～17：30

第２回　令和7年1月20日　16：00～17：30

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
以前から指摘があったシャンプー授業の改善については、令和5年度にカリキュラムを見直し、シャンプーの授業時間を確保することができた。また、卒業後の即戦力と

なれるようにヘッドスパを授業に取り入れ、検定を実施することができた。会議の話し合いが実を結んだ。6年度は、シャンプー授業を1年生から取り入れて進級後に

ヘッドスパ検定ができるように取り組むこととした。美容業界のヘッドスパの内容を伺い、さらなるステップアップを考えていくこととした。また、メンズメイクや、

ヘア、ヘアカラー等について業界の動きも伺い、ヘアカラーについては、刷毛に使い方、カラー剤の塗布について等基本動作を習得すること、毛髪の知識などカリキュ

ラムの見直しを検討することとした。

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。

　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）

　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、

　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）

　　　②学会や学術機関等の有識者

　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、1月）

清名　直子 実習教員
令和7年4月1日～令和9年3月31

日（２年）

鈴木　真 校長
令和7年4月1日～令和9年3月31

日（２年）

白石　美和子 教頭
令和7年4月1日～令和9年3月31

日（２年）

柴田　寛志 学校法人三島学園　知徳高等学校教諭
令和7年4月1日～令和9年3月31

日（２年）

村上　美奈子 美容室glamour
令和7年4月1日～令和9年3月31

日（２年）

令和7年7月1日現在

名　前 所　　　属 任期

内藤　久美子 美容室FIVE POINT
令和7年4月1日～令和9年3月31

日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課

程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方

針
①専門的な知識、技術の習得を心がける。②お店で働くものとしての心構えを育成する。③業界の動向をふまえカリキュラム

に反映させる。④接客業として必要な教養等を身につける。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

関係業種の従事者、専門家、業界関係者を含む委員を選出し、年間2回以上の会合を開く。校長は、委員から意見を聞き、学校

教育に生かす。特に、美容分野の新しい知識や技術、業界の動向などの意見を聴取し、校内の状況を加味しながらカリキュラ

ム編成を検討する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿



総合技術ABCDE

(ブライダルコース）

２．【校内】企業等か

らの講師が一部の授業

のみを担当

最近のブライダルのヘア、メイクなどについて学び、

新日本髪の作りかたを学び実際に作品をつくり、アド

バイスをいただく。評価は、講師の意見を伺い科目担

当が期末テストを実施して評価する。

武田美容室

運営管理

１．【校内】企業等か

らの講師が全ての授業

を主担当

経営者、従業員、顧客の３つの視点にたって美

容室の運営する際に必要な経営管理、労務管理

の基礎と接客について学ぶ。講師が期末テスト

を実施し、評価する。

株式会社Miyaguchi

美容実習

（ヘアカラー）

２．【校内】企業等からの

講師が一部の授業のみを担

当

カラー研修の3回コース。色のしくみやカラー剤につ

いての講義と技術を学ぶ。3種類の毛束にカラー剤を

塗布し色の違いを学び、ヘアカラーリングの実践に生

かせるようにする。

株式会社BUZZ

総合技術

２．【校内】企業等か

らの講師が一部の授業

のみを担当

モデルや、モデルウィッグを使い、実際に行っている

ヘアセット、アップスタイル、ヘアカラー技術や、ス

タイリング剤の使い方など最新の技術を学ぶ。学生の

作品に具体的な技術アドバイスをする。評価は、科目

担当が講師の意見を伺い、期末テスト等を実施して行

う。

美容室 FIVE POINT

科　目　名 企業連携の方法 科　目　概　要 連　携　企　業　等

美容実習

（実務実習）

３．【校外】企業内実

習（４に該当するもの

を除く。）

美容室の現場で体験実習を行う。学校で学んだことが

実践的な場でどのように使われているかを知り、学び

を深める。さらに、技術習得、接客サービスを体験

し、仕事の楽しさ、厳しさを学ぶ。実習時間は３２時

間で、学生42名に対し、42社が協定を結ぶ。

ＳＯＲＡ、ＢＩＳ、美容室ａｋａｒ

ｉ、

Ｇａｒｄｅｎ＠ushiwkamaru　な

ど42社

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

現場での専門的知識や、最新の美容技術を、企業や講師と連携を図り、学生に実践的な実習を行い、レベルの高い知識、専門

的な能力を身につけさせる

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

課目毎に当該分野の知識や技術を経験豊富な外部講師と本校の教頭、教務、教員間で授業内容を協議し、シラバス（授業計画）を立てている。授業は、

年間を通じて行うものや、2時間程度のものなど様々である。実施方法など講師を事前打合せを行い決めている。学修成果の評価については、実習・演

習等の実施方法によって異なる。美容実習の中にある実務実習は、各職場で5項目3段階の評価を依頼している。年間を通じて授業を行っている場合は、

期末テスト等で連携企業の講師に評価を依頼している。短時間の授業の場合は、実習教員と事前に打ち合わせをし、観点等を決め、情報を共有し評価し

ている。学期毎の成績は、共に授業を行うので、期末試験や校内コンクール等で評価をいただき、それを加味して実習教員が評定を出す。連携した企業

の講師の得意な分野で、企業との連携の効果が出るような実践的な実習となるように心がけている。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容 色彩活用パーソナルカラー検定向けオンライン教材の活用について、ドレープの三属性と色素の関係性について

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾃｸﾆｶﾙｽﾀｲﾙ、意識の向きが重なり合いさらなる高みへ、豊かな心と感性を育てる教育とは

2024年度色彩活用パーソナルカラー検定認定講師必須研修 連携企業等： 日本カラコーディネーター協会

令和6年度8月27日(火) 対象： 教員2名

専修学校における職業教育､専修学校と制度､学生･教員のための実践心理､授業向上技術研修教育実習

理容美容教職員研修会 連携企業等： 東海地区理容美容学校協議会

令和6年11月22日(金） 対象： 教職員11名

②指導力の修得・向上のための研修等

令和6年度新任教員研修計画表 連携企業等： 公益社団法人静岡県職業教育振興会

令和6年8月1日(木)､2日(金)､5日(月)､9日(金) 対象： 教員2名

指導講師概論、1級技術内容全て

ﾊﾝﾄﾞﾏｯｻｰｼﾞ技術、ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾃｸﾆｶﾙｽﾀｲﾙ

SBSエステ指導講師フォローアップ講習会 連携企業等： 全美連評価認定運営委員会

令和7年3月4日(火)､5日(水)､12日(水)～14日(金) 対象： 実習教員1名

まつげエクステンション概論、実技

即戦力養成講習会 連携企業等： 日本理容美容教育センター

令和6年8月6日(火)、7日(水)､20日(火)､21日(水) 対象： 実習教員1名

①専攻分野における実務に関する研修等

まつげｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ指導者養成研修 連携企業等： 日本理容美容教育センター

令和6年11月11日(月)～11月15日(金)･11月25日(月)～11月29日(金) 対象： 実習教員1名

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

本校の就業規則で次のように定められている。第51条（教養研鑽）　職員は常に教養と品性を高め、当学園が期待する職員像をめざして研鑽に努
めなければならない。第52条(教育)　当学園は職員に対して一般的、又は職務上必要な次の教育を行う。（１）新入職員教育（２）一般的な知識及び
情操に関する教育（３）専門的な知識、技能に関する教育（４）管理、監督者教育（５）諸法規、諸規定に関する教育（６）安全衛生教育（７）安全運転
教育（８）その他必要と認められる教育
2　職員は、当学園の行う教育に積極的に出席しなければならない。　３職員は、当学園から校外研修講座に受講を命ぜられたときは、積極的に受
講しなければならない。　したがって、それぞれ研修に参加し、指導力・技術力の向上に努めて、学生への教育へ反映させていく。また企業との連携
に関する教職員研修規定によると、企業と協定を結んで、連携し、本校教育の遂行のため必要な実務研修を計画・実施することとなっている。

（２）研修等の実績



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

令和7年11月21日（金） 対象： 教職員13名

自分の中にあるタレント力と出会い人気教員へ、トークのプロに学ぶ相手を喜ばせる5つの秘訣

令和7年8月19日（火） 対象： 職員1名

基本動作の確認、実例動画から見るポイント、ロールプレイの指導力を高める、Ｚ世代の対人スキル育成について

教職員研修会 連携企業等： 東海地区理容美容学校協議会

令和7年8月1日(金)、4日（月）～８日（金） 対象： 教員2名

専修学校における職業教育､専修学校と制度､学生･教員のための実践心理､授業向上技術研修教育実習

SBS接遇・マナー指導講師研修会 連携企業等： 全美連評価認定運営委員会

令和7年8月4日(月)～6日(水)、20日(水)､21日(木) 対象： 実習教員1名

接遇・マナー、ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ﾃｸﾆｶﾙｽﾀｲﾙ

②指導力の修得・向上のための研修等

新任教員研修 連携企業等： 公益社団法人静岡県職業教育振興会

令和7年8月26日(火） 対象： 実習教員2名

毛髪科学、毛髪のカウンセリング､皮膚科学､第3章、5章～7章

即戦力養成講習会 連携企業等： 日本理容美容教育センター

令和7年8月18日(月) 対象： 実習教員2名

女装メイク、トレンドメイクと簡単リフトアップスキンケアについて

2025　美容学校インストラクター勉強会 連携企業等： 日本ヘアケアマイスター協会

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

SBSメイク指導講師研修 連携企業等： 全美連評価認定運営委員会



種別

地域住民

地域住民

地域住民

卒業生

PTA

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　掲示板　　　　　　　　　　））

URL： https://www.t-ribiyou.com/abouts/information/
公表時期： 令和7年5月1日

峯　知美 卒業生　写真館勤務美容師
令和6年4月1日～令和8年3月31

日（２年）

松下　真弓 会社員
令和7年4月1日～令和9年3月31

日（２年）

髙橋　徹司 公立中学校コミュニティースクール長
令和6年4月1日～令和8年3月31

日（２年）

土山　雅之 こども園園長　　副住職
令和7年4月1日～令和9年3月31

日（２年）

名　前 所　　　属 任期

鳥居　正浩
公立中学校学校支援地域本部コーディネーター

警備会社勤務

令和6年4月1日～令和8年3月31

日（２年）

（１１）国際交流 －
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
本校では、学校関係者評価の結果を学校運営や教育活動の改善に積極的に活用している。①学生アンケート結果から満足度評価が増
えたのは良いこと。安定している学校だという証だと好評価をいただいた。②社会貢献・地域貢献に十分に参加していると感じる。③資料
に合格率や、入賞率と表記されているが、実数の方が伝わるのではないかとのアドバイスをいただき、今後は、実数もわかるように改善
することとした。また、学生アンケートの内容について精査し、意見をいただきながら、改善していきたい。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（８）財務 財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開
（９）法令等の遵守 関係法令、設置基準等の遵守、個人情報保護、学校評価、情報公開
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献、ボランティア活動

（５）学生支援 修学支援、就職等進路指導、学生相談、学生生活、中途退学への対応、保証
（６）教育環境 施設・設備等、学外実習・インターンシップ等、防災・安全管理
（７）学生の受入れ募集 学生募集、入学選考、学納金

（２）学校運営 運営方針、事業計画、教職員の評価・育成、人事・給与制度、情報システム
（３）教育活動 目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、資格・免許取得の指
（４）学修成果 学修成果、就職率、資格・免許の取得率、社会的評価

学校に関わる様々な関係者の意見や評価を集め、学校の教育活動や運営についての改善点を見出す。教育の質の向上、学校運営の
透明性の確保、関係者間のコミュニケーションの促進、教育方針の見直しと改善、学校の信頼性の向上を目的とする。また第三者評価
(ISO29993)結果と学校自己点検・自己評価結果を基に報告し、各項目のエビデンス等を含め、学校関係者評価委員会の結果を公表す
る。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 理念・目的・育成人材像、教育の特色

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。

また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　掲示板　　　　　　　　））

URL： https://www.w-tibiyou.com/
公表時期： 令和7年5月1日

（１０）国際連携の状況 －
（１１）その他 －

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（７）学生納付金・修学支援 在校生・保護者の皆様＞学費、学校案内・学生支援の内容
（８）学校の財務 情報公開＞財務等状況
（９）学校評価 情報公開＞学校評価

（４）キャリア教育・実践的職業教育 学校案内・自立に向けて（キャリア教育）
（５）様々な教育活動・教育環境 To-Bi Gallery、美容学科（昼間課程）
（６）学生の生活支援 入学希望の皆様へ＞奨学金・教育ローン

（１）学校の概要、目標及び計画 学校案内、入学希望の皆様へ
（２）各学科等の教育 美容学科（昼間課程）、美容学科（通信課程）
（３）教職員 学校案内

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関す

る情報を提供していること。」関係
（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校の教育目標、特色、学生の資格取得状況、就職状況などを積極的に公表し、学校運営への理解を求め、双方で連携協力できるよう
情報公開を推進する

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目
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1 ○ 関係法規･制度
衛生行政・美容師法など美容師と関係法規につ
いて学ぶ

1
通

31 1 ○ ○ ○

2 ○ 衛生管理
公衆衛生・環境衛生・感染症・消毒法について
学ぶ

1.2
通 93 3 ○ ○ ○

3 ○ 保健
人体の構造及び機能、皮膚科学、疾患について
学ぶ

1.2
通 93 3 ○ ○ ○

4 ○ 文化論
理美容文化の歴史、髪型、服飾の時代毎の移り
変わりについて学ぶ

1.2
通 62 2 ○ ○ ○

5 ○ 美容技術理論
用具類の操作・管理方法や美容の技術を衛生
的、能率的に行うための理論を学ぶ

1.2
通 155 5 ○ ○ ○

6 ○ 運営管理
美容サロンを運営する際に必要な経営管理、労
務管理の基礎と、適切な接客法について学ぶ

2
1.2

31 1 ○ ○ ○ ○

7 ○ 香粧品化学
美容に関連する香粧品の基礎と、その種類や使
用目的、成分について学ぶ

1.2
通 62 2 ○ ○ ○

8 ○ 美容実習
美容師として必要な基礎技術から、要望に応じ
た技術の提供ができるように総合的に学ぶ

930
通

930 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ○ 美術・デッサン
色、パーソナルカラーの理解、ヘアスタイルが
を学ぶ

1.2
通

124 4 ○ △ ○ ○ ○ ○

10 ○ 栄養理論
健康や美容のための栄養素や食生活について学
ぶ

1
通

62 2 ○ ○ ○

11 ○ ｴｽﾃﾃｨｯｸ･着付
ｴｽﾃﾃｨｯｸ概論､ﾌｪｲｼｬﾙｴｽﾃ基礎技術の習得､着付け
概論､浴衣や､留袖等の着付け技術を学ぶ

1
通

62 2 △ ○ ○ ○

12 ○ 総合技術
アップスタイルの基礎技術､ヘアケア､福祉美容
などについて学ぶ

1
通

62 2 △ ○ ○ ○ ○

13 ○
総合技術
ABCD

ヘア､ネイル､ブライダル､エステのより専門的な
技術をコース別に学ぶ

2
通

124 4 △ ○ ○ ○ ○

14 ○ 選択Ｓ
ステージメイク、ヘアセットなど様々な美容技
術、国家試験課題技術を学ぶ

2
通

62 2 △ ○ ○ ○ ○

15 ○ 美容教養基礎1
国家試験各教科の練習問題や、社会人として必
要な知識を学ぶ

1.2
通

62 2 ○ ○ ○

16 ○ 美容教養基礎2
お客様に対する適切な言葉遣い、所作を学ぶ
国家試験各教科の練習問題や社会人としてマ
ナーや必要な知識を学ぶ

1.2
通

62 2 ○ △ ○ ○

16

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

履修方法： 必修､選択必修を履修する。総合技術については､4コースの中から1コースを選択する １学期の授業期間 16

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件：
各学年において、本校の規定している必修科目及び選択必修科目の授業を履修し、学科・実技
全ての試験に合格していること

１学年の学期区分 3

場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 科目 67(2077) 単位（単位時間）

授業科目等の概要

(専門課程  美容学科)

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法


